
別記様式第６号の２（結果公表用様式） 

 

評価基準に基づく評価項目別の総合値 

 

評 価 項 目 配 点 
参加者別評価値 

① ② ③ 

1 

【実施方針】 

○ 業務実施に当たっての基本的な考え方や、実施する上でのポイン

ト等が的確に押さえられており、本業務の内容・趣旨を理解した上

で実施する意欲があるか 

20 17 12 16 

2 

【業務内容/（１）企画】 

○ プログラムの実施期間及び成果目標に対して、プログラムの企画

内容は適切であるか。また、目標水準の達成に向けた道筋やその理

由は妥当であるか 

○ プログラムにおける一連の取組を通じて、参加企業が主体的に取

り組み、モチベーションを維持向上させる工夫があるか 

○ プログラム終了後も参加企業がＤＸ先進企業を目指して継続的・

自立的にＤＸを推進できる内容となっているか 

80 64 52 76 

【業務内容/（２）参加企業の確保】 

○ 参加企業の獲得に向けた広報計画は適切であり、獲得目標の達成

が期待できるか 

40 30 36 34 

【業務内容/（３）広報チラシの作成】 

○ 広報チラシの案が複数提案されており、集客が期待できるデザイ

ンや内容となっているか 

20 13 16 12 

【業務内容/（４）参加企業へのヒアリング・アセスメント】 

○ モデル事例となりうるプログラム参加企業を適切に評価・選出す

ることが期待ができるか 

20 18 15 18 

【業務内容/（５）伴走支援対応】 

○ 支援内容は、継続的・自立的にＤＸを推進できるモデル事例の創

出につながることが期待できるか 

○ 本業務を行う上で、有益な実績や経歴、資格を有したコンサルタ

ントを十分に配置しているか 

○ 過去の実績が異なる業種で３つ以上挙げられており、こうした実

績等を踏まえて、業種が異なる参加企業の幅広い課題に対して、適

切に指導・助言することが期待できるか 

100 95 85 80 

【業務内容/（６）ＤＸ相談会の運営】 

○ 本業務を実施するに当たっての運営体制は適切であり、有益な実

績や経歴、資格を有したコンサルタントを十分に配置しているか 

○ 実施方針や工夫は、参加企業の課題解決及びＤＸ推進のモチベー

ション向上が期待できるか 

○ 適切な管理手法やフォローアップ方法により、目標の基準を確実

に達成することが期待できるか 

100 75 75 75 

【業務内容/（７）成果検証・実施報告書の作成】 

○ 目標水準を達成するために適切な管理手法や検証方法を用いて、

事業目的を達成することが期待できるか 

40 32 26 30 

【業務内容/（８）プログラム成果の波及】 

○ 企画や実施内容等は、他の県内中小企業のＤＸ実践につながる魅

力的な提案になっているか 

○ 企画や実施内容等は大きな波及効果が期待できるか 

80 60 60 64 

【業務内容/（９）その他自由提案】 

○ 仕様書に記載されたこと以外に効果的な提案をしているか 
20 14 14 16 



3 
【スケジュール】 

○ 実現可能なスケジュールとなっているか 
20 13 14 12 

4 

【実施体制】 

○ 本業務全体の管理を実施するに当たって十分な体制となってい

るか 

20 17 11 12 

5 
【経費】 

○ 経費の内訳は業務内容に見合った額となっているか 
20 11 10 11 

6 
【優位性】 

○ 本業務を実施するに当たっての提案者の優位性はあるか 
20 18 13 13 

総合値（委員全員の評価値の合計） 600 477 439 469 

※ 別記様式第６号の１に添付すること。 

※ 「評価項目」の「配点」欄には、あらかじめ公表した各評価項目の配点に委員数を乗じた数値を記

載し、「参加者別評価値」欄には、各委員の評価値の合計値を記載すること。 

※ 「総合値（委員全員の評価値の合計）」の「配点」欄には、配点の合計を記載し、「参加者別評価値」

欄には、参加者別評価値の合計値を記載すること。 


